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第１回 横須賀市医療的ケア児等支援協議会 議事録 

 

日  時 令和６年（2024 年）７月９日(火)10 時 00 分から 12 時 00 分 

会  場 横須賀市役所本庁舎３階 301 会議室 

出席者等 佐々木委員、秋本委員、村中委員、森下委員、小谷田委員、山邉委員、岩崎委員、

三浦委員、金光委員、朝生委員代理 本田氏（佐々木委員については、オンラインでの参加） 

オブザーバー 五本木氏、子育て支援課 和田係長 

事 務 局 障害福祉課 八橋課長、窪係長、金子 

議  題 医療的ケア児者に関する課題の進捗状況について 他 

配布資料 別紙次第 

 

 

審議概要 

１ 定足数報告・一般傍聴報告 

①事務局が司会となり開会した 

②オンライン傍聴者が４名、会場での傍聴者が１名であることを確認した 

③配布資料を確認した 

 

２ 議事 

（１）医療的ケア児者に関する課題の進捗状況について 

 ①事務局より資料１に基づき、説明が行われた 

 ②各委員により質疑が行われた 

 

（２）医療的ケア児者の実数把握について 

 ①事務局より資料２に基づき、説明が行われた 

 ②各委員より質疑が行われた 

 

（３）医療的ケア児者の災害時の支援体制について 

①事務局より資料３・参考資料１に基づき、説明が行われた 

②各委員より質疑が行われた 

 

３ 意見交換 

 （３）に引き続き、意見交換が行われた 

 

４ その他 
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２（１）医療的ケア児者に関する課題の進捗状況について 

 

●三浦委員 

 福祉分野 No.5 に記載の市立養護学校の送迎については、令和６年４月から、登校についても対応が

できるようになった。毎日、看護師が登下校の支援を行うことができる状況には現状至っていないが、

引き続き拡充の可能性等検討を進めていきたい。 

 教育分野 No.2 について、訪問看護事業所からの看護師派遣については未着手であるが、特別支援学

級在籍の医療的ケア児に会計年度職員の看護師が支援を行う取り組みは実施している。生徒の状態像は

様々であるため、訪問看護事業所からの看護師派遣が良いのか、看護介助員が良いのか等、引き続き検

討を行っていきたい。 

 

●山邉委員 

 教育分野 No.1 に記載の県立特別支援学校の医療的ケア児通学支援事業について、実際に事業の利用

支援を行ったが、車両を探すことに非常に苦労をした。25箇所超の事業所に問い合わせをして、具体的

な相談に至ったのは５箇所程度だった。これを保護者が行うというのは負担が大きいと改めて感じた。 

問い合わせを行う中で、既に介護保険の通院介助等については事業者に浸透しており、医療的ケア児通

学支援事業についても、事業者に対する周知が必要と感じた。 

 福祉分野 No.6 に記載の在宅レスパイト事業が開始したのは良かったと感じている。保護者は事業開

始についてどのように知るのか。 

 また資料１を見させていただき感じることとして、分野を超えて取り組む必要があることも多いため、

いつ頃を目安に誰が取り組むのか等を明らかする必要があると思う。役割分担ができていると、協議会

の場での進捗管理も行いやすくなるのではないか。 

⇒●事務局 

 在宅レスパイト事業については、昨年度、情報提供に同意をいただいた方へメール配信を行う、けあ

っぽに掲載協力いただく、学校からの情報提供等で周知が進められればと考えている。情報の周知の難

しさについても、医療的ケア児者に関する課題と感じており、そうした意味でも医療的ケア児者の実数

把握が必要と思う。 

 課題に対する役割分担については、おっしゃる通り。次回会議開催までに、資料等検討を行いたい。 

 

●森下委員 

 山邉委員がおっしゃる通り、課題解決のために、いつまでにどこの課が何を行うのか整理が必要であ

ると思う。行政内各課が連携する場が必要なのではないか。 

 医療的ケア児者は、数としてはかなり少数であると思う。少数の方たちに関する課題は、制度とお金

で解決がなされていく。通学等の車両に関しては、行政からタクシー業界へアプローチを行う等ができ

れば、ご協力いただけるのではないか。 
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２（２）医療的ケア児者の実数把握について 

 

●オブザーバー 五本木氏 

実際に医療的ケア児の支援を行う関係機関に周知依頼を行い、神奈川県医療的ケア児登録フォームの

登録勧奨をしていくのはもちろん、県や市の広報誌で幅広く周知を行うことも有効なのではないか。 

 

●森下委員 

QR コードから登録フォームにアクセスできるため、登録自体は難しくない。ただ、登録をして何の役

に立つのかイメージができなければ、登録の優先順位は低くなってしまうと思う。関係機関は、登録項

目について把握しておいて、「登録しましたか？」と声をかけていく必要がある・ 

成長に伴い、医療的ケアが不要になる方もいる。ライフステージの中で、様々な関係機関が「登録し

ましたか？」「今は医療的ケアが必要ですか？」と確認をする仕組みになっていれば、データが更新され

ていくと思う。そうした取り組みができていけば、数年程度で、施策の根拠資料となる数的データ等は

ある程度集約することができるのではないか。 

 

●岩崎委員 

登録のメリット等明記した形で、LINE のセグメント配信を行うと幅広い層へアプローチができるので

はないか。 

 

●事務局 

関係機関へ周知依頼を行うにあたって、医療的ケア児者を多く受け入れてくださっている病院等、ど

こへお声がけするのが有効か。 

⇒●オブザーバー 五本木氏 

 こども医療センターは、横須賀市在住の方も多く通院されているように思う。 

⇒●秋元委員 

 訪問看護で小児の指示書をいただくのは、こども医療センターや、うわまち病院が多い。限られた医

療機関である印象があるので、医療機関や訪問看護事業所の口コミでの周知も効果的であると思う。 

⇒●佐々木委員 

 神奈川県医療的ケア児登録フォームについては、横須賀市医師会の在宅医療委員会に出席されている

医師にも周知を行っている。 
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２（３）医療的ケア児者の災害時の支援体制について 

 

●金光委員 

 災害時は、電気の確保に不安がある。人工呼吸器や、胃ろうからの栄養摂取のためにミキサー食の準

備をするにあたって、電気が必要な状態である。 

⇒●事務局 

令和６年4月から、日常生活用具給付事業内に人工呼吸器等用非常用電源装置が品目に加わっている。

こうした情報の周知も引き続き行っていきたい。医療物品等の備えはどのようにされているか。 

⇒●金光委員 

 こども医療センター受診時に、少し余裕をもって物品を支給してくださるので、それを自宅に保管し

ている。ほかの保護者の方も、できる限り自宅に備えているのはないか。 

 

●オブザーバー 五本木氏 

 発災時にどこにいるのかによって、対応は変わってくるのではないか。個別避難計画作成にあたって

は、発災時の所在に応じて記載することができる書式だと良い。 

 

●事務局 

 事務局としては、バリアフリーの観点から、市立養護学校に医療的ケア児と家族が一緒に避難するこ

とができると良いと考えている。教育委員会との調整等検討していきたい。 

 市立養護学校含め、避難先としてどのような場所が適切なのかご意見いただきたい。事務局としては、

電源やきれいな水が確保できること、津波やがけ崩れの被害に合わない立地であること、医療物品等が

揃えることができることが必要と想定している。 

⇒●森下委員 

 広域での移動は困難という前提で避難場所を検討する必要があるのではないか。市内すべての小中学

校に開設される震災時避難所全てで対応ができるとは言わないまでも、地域毎に医療的ケア児者の受け

入れが可能な避難場所を開設できるとよい。家族と一緒に、約１週間分の医療物品ストックをもって、

電源や水のある比較的近くの医療的ケア児者受け入れ可能な避難所に移動するというのが理想ではな

いか。 

 

●事務局 

 身近な避難所での対応が困難な場合の移動手段についても、課題があると考えている。例えば、福祉

事業所との協定を結び、有事の際に福祉サービス車両の協力要請を行うということも考えられると思う。

避難手段についてご意見いただきたい。 

⇒●オブザーバー 五本木氏 

 どこで発災するかわからない中で、移動は困難という前提で検討をする必要があるのではないか。徒

歩圏内の避難先である一次避難所の中に、医療的ケア児者の受け入れができる避難所を点在させる設置

ができないか。医療的ケア児者の受け入れについては、避難先として利用する他の住民にも周知・ご理

解いただく必要がある。 
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⇒●森下委員 

 発災後一定期間が経過して、移動ができる状況なのであれば、移動手段の確保をする必要がある。燃

料の優先調達等の条件があれば、福祉事業所による車両提供のご協力がいただけるのではないか。 

⇒●事務局 

一次避難所への避難は困難という前提で検討を行っていた。バリアフリーや電源等の条件によっては、

身近な避難先として検討できるということか。 

⇒●村中委員 

 保健師として被災地支援に行く中で、医療的ケア児者に限らず障害のある人の避難状況を見させてい

ただく機会があるが、発災直後は一次避難所に避難していても、避難生活を行う中で周囲の目が気にな

り、数日後には倒壊の危険性のある状況であっても自宅に戻るという現実がある。自宅避難をしている

方の支援という視点も重要であると感じている。 

⇒●森下委員 

 平時から、障害のある人の災害時の支援については、自己責任ではなく、人権問題として検討してい

く必要がある。障害のある人のために備えていたものが、他の住民に役立つこともあると思う。 

 

３ 意見交換 

●森下委員 

・かながわ医療的ケア児支援センターのお知らせ 

・神奈川県メディカルショートステイ事業について 

・神奈川県障害児等地域療育支援モデル事業 療育相談「たまご」 

 

●事務局 

 来年度予算に向けてご意見あれば、いただきたい。 

⇒●森下委員 

 地域生活支援事業の移動支援事業については、医療的ケア児者に対しては、看護師等の職員配置が必

要な状況にあるため、報酬上も手厚くする等のご検討いただきたい。 

また、車両から自宅の間の支援についてもご検討いただきたい。居宅介護で対応する部分なのか、移

動支援の延長として対応する部分なのか、解釈をいただきたい。 

⇒●山邉委員 

 北地区に医療的ケア児者の支援ができる事業所が少ないのは課題と感じている。 

 また、入浴介助を行う放課後等デイサービスがなくなってしまった。新規開設の補助等アプローチは

様々と思うが、ご検討いただきたい。 

 

 

 

以上 


